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令和元年度 標津町内小・中学校卒業式
◆�新型コロナウイルスの感染拡大の渦中で挙行された令和初の町内小・中学校の
卒業式は、来賓・在校生不在、保護者1家庭1名のみの出席、式場変更、国歌・校歌
斉唱及び集合写真取り止め等の変則的な式典様相を呈し、異例の春となった。

標津中学校卒業式　於：標津町総合体育館 川北小学校卒業式　於：川北小学校屋内体育館

コロナ渦中 ～異例の春～

☆標津小学校　3月19日　第133回卒業式　卒業生31名（標津町総合体育館）
★標津中学校　3月12日　第73回卒業式　　卒業生39名（標津町総合体育館）
☆川北小学校　3月19日　第102回卒業式　卒業生��8名（川北小学校屋内体育館）
★川北中学校　3月12日　第73回卒業式　　卒業生18名（川北中学校屋内体育館）
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議決

　

今
年
１
月
１６
日
、
国
内

で
１
例
目
の
感
染
者
が
確

認
さ
れ
、
道
内
で
は
１
月

２８
日
、
初
め
て
確
認
さ

れ
て
お
り
、
３
月
２
日

現
在
、
国
内
の
感
染
者
数

は
９
８
０
人
・
死
亡
者
１２

人
、
と
な
っ
て
お
り
、
極

め
て
深
刻
な
状
況
に
あ

る
。
根
室
管
内
で
は
２
月

２２
日
根
室
市
で
感
染
者
が

確
認
さ
れ
釧
路
管
内
で
も

６
人
の
感
染
者
が
確
認
さ

れ
た
。
本
町
に
お
い
て
も

予
断
を
許
さ
れ
な
い
状
況

下
で
２
月
２５
日
町
長
を
本

部
長
と
し
た
「
標
津
町
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
本
部
」
を
設
置
し
た
。

対
策
本
部
で
は
、
基
本
的

な
対
応
方
針
と
、
具
体
的

な
取
り
組
み
内
容
等
の
確

認
や
周
知
を
は
じ
め
、
予

防
に
関
す
る
チ
ラ
シ
や
防

災
無
線
で
の
町
民
へ
の
周

知
徹
底
の
ほ
か
、
町
内
事

業
所
へ
の
感
染
対
策
の
取

り
組
み
へ
の
要
請
通
知
文

の
発
送
な
ど
の
取
り
組
み

有
、
提
供
を
し
、
町
民
の

健
康
と
生
命
を
守
り
、
感

染
防
止
の
た
め
、
最
大
限

取
り
組
ん
で
い
く
。

を
進
め
て
い
る
。

学
校
関
係

　

２
月
２５
日
道
教
育
委
員

会
か
ら
の
要
請
、
さ
ら
に

２
月
２７
日
安
倍
首
相
の
要

請
を
受
け
て
本
町
で
は
、

町
内
の
小
中
学
校
を
２
月

２７
日
か
ら
標
津
高
校
は
２

月
２８
日
か
ら
春
休
み
ま
で

臨
時
休
校
と
し
た
。

社
会
教
育
・
体
育
施
設

　

３
月
２
日
か
ら
２４
日
ま

で
、
北
方
領
土
館
と
サ
ー

モ
ン
科
学
館
を
３
月
２
日

か
ら
１６
日
ま
で
臨
時
休
館

と
し
た
。
臨
時
休
校
期
間

の
措
置
と
し
て
、
標
津
・

川
北
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

を
利
用
し
、
小
学
校
１
・

２
年
生
を
対
象
に
「
臨
時

学
童
保
育
」
の
実
施
や
、

認
定
こ
ど
も
園
も
休
園
措

置
の
一
部
緩
和
を
行
う
。

社
会
福
祉
施
設

　

厚
生
労
働
省
や
道
か
ら

の
感
染
予
防
対
策
の
通
知

に
基
づ
き
対
応
す
る
。
本

町
で
は
、
国
や
道
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
や
標

津
病
院
と
緊
密
な
連
携
を

図
り
情
報
の
収
集
、
共

金澤瑛町長の行政報告

新型コロナウイルス感染症対策
対策本部を設置し、町を挙げて取り組む

　

ア
イ
ヌ
文
化
の
復
興
・

発
展
の
拠
点
と
し
て
ウ
ポ

ポ
イ
が
北
海
道
白
老
町
ポ

ロ
ト
湖
畔
に
４
月
２４
日
誕

生
す
る
。
先
住
民
族
ア
イ

ヌ
を
主
題
と
し
た
日
本
初

の
「
国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博

物
館
」
と
「
国
立
民
族
共

生
公
園
」
等
か
ら
な
る
こ

の
施
設
は
、
国
で
は
年
間

来
場
者
一
〇
〇
万
人
の
目

標
を
揚
げ
、
道
内
に
お
い

て
は
官
民
一
体
と
な
っ
て

誘
客
活
動
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
道
内
各
地
の
ア
イ

ヌ
文
化
振
興
の
取
り
組
み

や
食
・
観
光
等
の
地
域
の

多
様
な
魅
力
と
つ
な
げ
る

こ
と
に
よ
り
、
国
内
外
へ

の
総
合
的
な
情
報
発
信
の

強
化
と
な
り
、
国
民
理
解

の
促
進
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
北
海
道
を
訪
れ
る

観
光
客
の
さ
ら
な
る
増
加

は
、
新
た
な
産
業
の
創

出
・
既
存
産
業
の
活
性
化

な
ど
相
乗
効
果
も
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
標
津
町
議
会

は
ウ
ポ
ポ
イ
開
設
を
機

に
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇

り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の

実
現
が
図
ら
れ
、
北
海
道

が
魅
力
あ
る
大
地
で
あ
り

続
け
る
た
め
、
標
津
町
民

の
協
力
を
得
て
「
民
族
共

生
の
未
来
を
切
り
開
く
」

決
意
を
こ
こ
に
表
明
す
る
。

　

令
和
２
年
３
月
６
日

標
津
町
議
会

「
民
族
共
生
の

　
未
来
を
切
り
開
く
」

決議
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一般会計の補正予算
主なもの （単位：千円）

項　目 金　額 内　　　容

財政調整基金積立金 150,000 政策積立

ふるさと応援基金積立金 49,500 年度内寄附見込積立金の追加　67,500返礼品及び各種手数料の決算見込　▲18,000

障がい者介護・訓練等給付費 29,988 利用者の増加と10月からの報酬単位の増加

病院会計繰出金 56,000 収益的収支の入院及び外来収入の減などによる補填

秋サケ施設整備特別対策事業
（標津町漁業振興特別対策事業） 13,075

〔秋サケ不漁対策支援〕
根室管内さけます増殖事業協会の令和元年度施
設整備に係る漁獲割会費（さけます漁獲金額の
1％）を漁協に補助し、漁業者の負担軽減を図る

水産振興基金積立金 101,000 政策積立　100,000指定寄附１件の積立（漁協）

小学校無線ＬAＮ改修工事 23,410 国の補正予算による小学校（２校）に設置の無線ＬAＮ工事経費

中学校無線ＬAＮ改修工事 23,335 国の補正予算による中学校（２校）に設置の無線ＬAＮ工事経費

標津町生涯学習センター温水循環ポ
ンプ取替事業 306 あすぱる温水ヒーター循環ポンプ故障による交換費用の追加

意見書

同意案件

同意案件

根室町村等公平委員
半田　雅代 氏

別海町別海宮舞町147番地の７
〈任期〉
令和２年４月１日～
             令和６年３月31日

固定資産評価委員会委員
西山　美紀子 氏

標津町北６条西２丁目２番３号
〈任期〉
令和２年６月１日～
             令和５年５月31日

令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
と

８
特
別
会
計
の
予
算
を

予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託

期
限　

令
和
２
年
３
月
13
日

構
成　

議
長
を
除
く
９
名

　
　
　
　
　
　
　
　 

委
員
長

　
　
　
　
　  

石
橋
　
昌
幸 

議
員 

　
　
　
　
　
　
　
　 

副
委
員
長

　
　
　
　
　  

山
崎
　
英
司 

議
員

○�日米共同訓練の規模縮小
とオスプレイ参加の中止
を求める意見書

�提 出 者
大垣　　勇 議員
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町政のそこが聞きたい
一　般　質　問

　一般質問とは、定例会において、各議員が住民を代表して、
行政全般にわたり町執行機関の政策・方針を質す事です。
　あるいは報告、説明を求め又は疑問を質すことをいう。

令和２年第１回定例会（３月６日〜 1３日）で３議員が一般質問をしました。
各議員の質問項目とその内容を要約して掲載します。

小　川　悠　治　議員	 5ページ
　●　	要保護・準要保護世帯の
　　　　　　　　就学援助は万全か？

　●　『いじめ』『長期欠席』の
　　　　　　　　状況と対応を問う！

木　下　　　孝　議員	 6ページ
　●　		北方領土問題の今日的現状に関し
　　　　　　　　　　	町長の見解を問う！　　　

吉　田　　　智　議員	 7ページ
　●　		【知識型から探究型学習への移行】
　『GIGAスクール構想』の対応を問う！

Ｇ Ｉ Ｇ Ａ
Global and Innovation Gateway for All 

標津町就学援助制度『入学準備金』のパンフレット〔抜粋・一部加工〕出典

（http//www.mext.go.jp/a_menu/other/index_00001.htm）〔抜粋・一部加筆〕
文部科学省HP　令和元年度補正予算：（ＧＩＧＡスクール構想の現実）の概要出典

　北方領土の中では択捉島
に次ぐ面積があり、沖縄本島
よりも広い島です。
　標津町からも肉眼ではっ
きりと見ることができます。
　戦前はサケ・カニ・コンブ
等の漁業や水産加工業、豊か
な森林を生かした林業など
産業の豊富な島でした。

国後島

留夜別村での木材運搬の様子
る　や べつむら

 町教育委員会では、令和2年4月に標津町立小学校・中学
校へ入学予定のお子さまを持つ保護者に対し、要件を満たし
た場合、入学準備金を入学前(3月上旬）に支給します。



5　しべつ議会だより

小川　悠治	議員

問　
激
甚
災
害
に
も
匹
敵

す
る
様
な
サ
ケ
漁
不
振
が

続
き
、
町
内
経
済
、
関
連

産
業
そ
し
て
、
家
計
に
深

刻
な
影
響
が
出
て
い
る
。

　

当
町
は
、
水
産
業
関
連

産
業
と
そ
れ
に
付
随
す
る

仕
事
に
従
事
す
る
人
達
が

圧
倒
的
に
多
く
、
そ
の
中

で
も
非
正
規
雇
用
に
よ
る

従
業
員
の
割
合
が
多
い
。

　

水
産
業
の
影
響
は
、
即

こ
れ
ら
経
済
弱
者
の
直
接

的
収
入
減
と
な
っ
て
家
計

さ
れ
て
い
る
。
要
保
護
・

準
要
保
護
世
帯
の
就
学
援

助
は
万
全
に
な
さ
れ
て
い

る
か
。
万ば
ん

遺い

漏ろ
う

な
き
よ
う

細
心
の
配
慮
を
願
う
。

そ
こ
で
状
況
把
握
の
為
、

次
の
４
点
に
関
し
て
伺
う
。

❶
近
年
の
認
定
数
動
向

❷
一
人
親
世
帯
の
構
成
率

❸
就
学
援
助
の
周
知
方
法

❹ 

管
内
に
お
け
る
要
保

護
・
準
要
保
護
認
定
率

答　
【
教
育
長
の
答
弁
を
表・

箇
条
書
き
に
て
表
示
】

★
質
問⃝

❸
に
対
す
る
答
弁

　

●
学
校
を
通
し
て
配
布

　

●
広※
２

報
し
べ
つ
に
掲
載

　

●
学
校
だ
よ
り
に
掲
載

　

●
町
教
委
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

★
質
問⃝

❹
に
対
す
る
答
弁

問　
小
・
中
学
校
の
「
学

校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の

結
果
が
学
校
だ
よ
り
に
掲

載
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
、

児
童
・
生
徒
・
保
護
者
か

ら
『
い
じ
め
』
と
思
わ
れ

る
行
為
が
、
多
々
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
兆
候
を
い
ち

早
く
把
握
し
、
迅
速
に
対

を
大
き
く
圧
迫
し
、
子
育

て
や
教
育
に
深
刻
な
影
響

を
与
え
る
事
が
懸
念
さ
れ

る
。
し
か
し
、
子
ど
も
の

将
来
を
左
右
す
る
教
育
に

波
及
す
る
様
な
事
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。

　

学※
１

校
教
育
法
に
、
経
済

的
就
学
困
難
者
へ
の
、
市

町
村
の
援
助
義
務
が
明
記

応
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

現
況
と
対
応
を
問
う
。

答　

教
育
長
年
２
回
、

児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、

『
い
じ
め
』
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い

る
。「
い
じ
め
ら
れ
た
事

が
あ
る
か
」
の
問
い
に
、

今
年
度
「
あ
る
」
と
答
え

た
の
が
、
小
学
校
８３
件
、

中
学
校
８
件
あ
っ
た
。

　

そ
の
内
容
を
早
期
に
把

握
し
、
解
決
に
向
け
て
、

適
宜
適
切
に
対
応
を
続
け

て
い
る
。

問　
長
期
欠
席
が
、
小
学

校
１１
名
、
中
学
校
１０
名
い

る
が
、
そ
の
対
応
は
。

答　

教
育
長
そ
の
内
の

１４
名
は
病
欠
で
あ
る
。
７

名
に
対
し
て
は
、
家
庭
訪

問
し
直
接
本
人
と
の
接
触

を
図
っ
た
り
、
保
健
室
や

校
外
施
設
に
て
個
人
指
導

を
し
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
Ｓ※
３

Ｓ

Ｗ
・
専
門
機
関
と
連
携
し
、

登
校
を
促
し
て
行
く
。

要
保
護・準
要
保
護
世
帯
の

　
　
　
就
学
援
助
は
万
全
か
？

※1
学
校
教
育
法

（
経
済
的
就
学
困
難
へ
の
援
助
義
務
）

第
十
九
条　

経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
、
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
学
齢
児

童
又
は
学
齢
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
は
、
市
町
村
は
、
必
要
な
援
助
を

与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

『
い
じ
め
』『
長
期
欠
席
』の

状
況
と
対
応
を
問
う
！

16DEC.2019　広報しべつ

IN
FO
R
M
A
T
IO
N
　
2
0
1
9
.1
2

　  12月のごみ収集日 ※１月初回の収集日も掲載しています。

一般廃棄物収集区域
〈有料〉

可燃ごみ 不燃ごみ
粗大ごみ

資源ごみＡ
空缶・ペット、トレー・
発泡・容器包装(プラ)・
びん・新聞・雑誌

資源ごみＢ
空缶・ペット・トレー・
発泡・容器包装(プラ)・
容器包装(紙)・紙パック・
段ボール

若草町・新川上町・川上町・栄町
緑町・曙町・弥栄町・伊茶仁

月・木
12日㈭
26日㈭
1月9日㈭

9日㈪
23日㈪

1月16日㈭

2日㈪
16日㈪
30日㈪

本町・鳩ヶ丘町・双葉町・望ヶ丘町
桜木町・住吉町・東浜町・茶志骨

火・金
13日㈮
27日㈮

1月10日㈮

10日㈫
24日㈫

1月14日㈫

3日㈫
17日㈫
1月7日㈫

川北全域・北標津・西北標津・忠類
古多糠全域・浜古多糠・薫別・崎無異

水・土
14日㈯
28日㈯

1月11日㈯

11日㈬
25日㈬

1月15日㈬

4日㈬
18日㈬
1月8日㈬

※月曜日から土曜日の祝日も、可燃ごみの収集を行っています。
※粗大ごみの収集は収集の前日までに事前の申し込みが必要です。
※粗大ごみの申込先は、渡邊清掃㈱70120-79-3106へ。

　  

【10月23～24日】福岡県久留米市
久留米大学医学部表敬訪問ほか

【10月26日】
　 21世紀に翔く「まち惚れ」

の会 in 川北
【10月29日】

平成30年度会計決算審査特別委員会
【10月30日～11月1日】札幌市
　令和元年度政策懇談会ほか
【11月6日】釧路市
　 第3回釧路・根室広域地方税

滞納整理機構校正町村長会
議および第2回定例会ほか

【11月７日】
　鮭フォーラム
【11月11～12日】札幌市

 全国漁業信用基金協会北海
道支所第3回運営委員会ほか

【11月12日】
　標津町被表彰者選考委員会
【11月15日】東京都

 全国過疎地域自立促進連盟第
50回定期総会、総決起大会

【11月18～21日】鳥取県ほか
　根室町村会町長行政視察
 ＜以上、主なもの＞

　汲取月は各地区３カ月ごとに年４回設定しています。
　便槽が満杯にならなくても汲取月には必ず汲み取っておく
など、余裕を持ってお申し込みください。

川北全域、北標津、西北標津
12月25日㈬
渡邊清掃㈱　70120‒79‒3106　☎ 0153‒82‒2220
８時30分～17時15分（日曜・祝日を除く）

実施地域
申込期限
申 込 先
受付時間

１月の汲み取り実施地域

町長の動静
（10月21日～11月20日）

★相談・お問い合わせはお気軽に住民生活課国民年金担当へ

【年金相談は完全予約制です！】
　毎月、中標津町役場で開設される「年
金出張相談所」を利用される方は、相
談日の10日前までに予約が必要です。
　　　釧路年金事務所 
　　　お客様相談室 ☎0154-61-6000

日時：７日㈫13時～16時30分
　　　８日㈬９時～13時30分
場所：中標津町役場
ご本人や配偶者の年金記号番
号、加入期間などを調べてお
出かけください。予約申込先

１月の
年金出張
相談所
開設日　

就学援助をご利用ください 2020年農林業センサスが　
　　　　　　  実施されます　町教育委員会では、小・中学校の児童生徒の学校生

活のために必要な資金を援助しています。申請は随時
受け付けています。
対象者
　次の①、②の条件を満たす方。
①生活保護世帯の収入基準額の1.5倍未満の方。
② 生活保護を受けている、児童扶養手当を受けている、

失業中であるなど経済的に困っている方。
受けられる援助費
▽学用品費 ▽修学旅行費 ▽給食費 ▽生徒会費
▽PTA会費 ▽クラブ活動費 ▽体育実技用品費
※支援額は教育委員会が定める額となります。
申込・問合先
　教育委員会管理課　☎82-3110（内線412・416）

　農林水産省では、令和２年２月１
日現在で、「2020年農林業センサス」
を実施します。この調査は、我が国
の農林業・農山村地域の実態を明ら
かにする最も基本的な調査です。
　令和元年12月中旬から調査員が
農林業関係者の方々を訪問します。
調査票に農林業の経営状況などの記
入をお願いします。
　調査票に記入された事項について
は、統計以外の目的には使用されま
せんので、ご協力をお願いします。
－農林水産省・北海道・標津町－

あなたのための
国民年金

国民年金は、
あなたが主人公です

出典『広報しべつ』令和元年12月号※2

★質問●❶、●❷に対する答弁

⃝サケ漁の不漁と共に認定率が上昇

※3 【SSW：School�Social�Worker】（スクールソーシャルワーカー）精神的悩みを持つ子どもの相談役。

⃝自治体により認定基準が異なる

年度
認定世帯数 

その内【世帯】 
（一人親世帯数）

認定世帯数に 
おける【％】 

一人親世帯の割合

認定児童 
　　　【名】 

生徒数

全児童生徒数に 
対する　　【％】 

認定児童生徒の割合

H27 59 (44) 74.6 71 15.4
H28 58 (42) 72.4 73 16.4
H29 54 (36) 66.7 72 16.8
H30 60 (39) 65.0 77 18.4
R1 55 (40) 72.7 72 18.0 

標津町の要保護・
準要保護の認定状況

四町の要保護・準要保護の認定率

平
成
30
年
度

自治体名 要保護・準要保護 
認定率　【％】

標　津 18.4
別　海 6.7
中標津 15.4
羅　臼 15.3
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問　
北
方
領
土
問
題
に
関

し
て
、
元
島
民
の
立
場
か

ら
再
三
、
所
見
を
述
べ
て

来
た
。
外
交
交
渉
は
国
の

専
権
事
項
で
あ
り
、
市
町

村
は
、
領
土
返
還
問
題
・

運
動
に
関
し
、
意
見
を
述

べ
る
と
共
に
元
島
民
に
寄

り
添
っ
た
国
民
運
動
を
積

極
的
且
つ
全
面
的
に
、
全

住
民
と
一
丸
と
な
っ
て
支

援
す
る
役
割
を
担
う
も
の

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

現
存
５
８
１
４
人
（
平

成
２８
年
現
在
）
の
元
島
民

や
そ
の
２
世
、
３
世
の
間

で
は
、
北
方
領
土
４
島
の

一
括
返
還
運
動
に
陰
り
が

見
え
、「
島
は
返
っ
て
こ

な
い
」
と
の
思
い
が
広

が
っ
て
い
る
。

　

ビ
ザ
無
し
交
流
・
自
由

訪
問
・
墓
参
の
交
流
事
業

に
関
し
て
も
、
ロ
シ
ア
人

が
来
日
す
る
費
用
負
担
は

日
本
側
で
あ
り
、
ロ
シ
ア

人
は
元
島
民
と
の
交
流
よ

り
も
、
観
光
が
目
的
と

な
っ
て
い
る
様
に
思
わ
れ

る
。

　

私
見
で
は
あ
る
が
、
３

事
業
の
内
、
墓
参
の
み
を

拡
大
実
施
す
べ
き
で
は
。

北
方
領
土
問
題
の
今
日
的
現
状
に
関
し
て

町
長
の
見
解
を
問
う
！

１
市
４
町
の
首
長
全
員
で
渡
島
し

　
　
外
交
交
渉
を
後
押
し
す
る
事
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
討
す
べ
き

　
　
　
　
～『
四
島
返
還
』は
国
是
～

　

又
、
日
ロ
共
同
経
済
活

動
に
お
い
て
も
、
地
元
の

メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
な
い

の
で
は
な
い
か
と
懸
念
を

抱
く
。
こ
の
今
日
的
現
状

に
関
し
て
、
見
解
を
問
う
。

答　
ロ
シ
ア
憲
法
改
正
案

に
「
領
土
割
譲
禁
止
」
が

明
記
さ
れ
る
と
の
事
で
、

２
島
返
還
も
困
難
に
な
る

と
の
見
方
が
浮
上
し
て
い

る
。
墓
参
の
み
の
拡
大
に

関
し
て
は
、
我
々
の
立
場

で
は
判
断
で
き
か
ね
る
。

　

共
同
経
済
活
動
に
関
し

て
は
、
地
元
メ
リ
ッ
ト
最

優
先
を
総
理
大
臣
補
佐
官

に
訴
え
て
い
る
。
１
市
４

町
の
首
長
全
員
で
渡
島
し
、

外
交
交
渉
を
後
押
し
す
る

事
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　
『
四
島
返
還
』
は
国※

是

と
し
て
捉
え
て
い
る
。

木下　　孝	議員

令和2年2月7日（金曜日）

「北方領土の日」
根室管内住民大会
主催：北方領土隣接地域振興対策

　　根室管内市町連絡協議会
　於　：根室市総合文化会館　　　
約850名の参加者が2年振りに

「北方領土を返せ！」の
シュプレヒコールを上げた

～「北方領土の日」根室管内住民大会の様子①～

～「北方領土の日」根室管内住民大会の様子②～

そ
の
他
の
質
問

●
漁
業
海
域
拡
大
交
渉

● 

元
島
民
の
存
置
財
産

権
の
保
証
…
の
２
点

を
国
に
要
望
し
た
。

※ 国是（こくぜ）：世論がよいと認めた国家政治上の方針
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問　
「※

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

５
・
０
」時
代
を
迎
え
予

測
困
難
な
変
化
の
激
し
い

社
会
を
生
き
る
子
ど
も
達

に
必
要
な
資
質
・
能
力
を

育
む
為
に
は
、
教
育
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年

１２
月
に
公
表
さ
れ
た
Ｐ
Ｉ

Ｓ
Ａ
調
査
の
結
果
に
お
い

て
、
日
本
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸

国
に
比
べ
学
習
活
動
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
非

常
に
遅
れ
て
お
り
、
且
つ

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

『
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
』の
対
応
を
問
う
！

国
策
に
基
づ
き

　
順
次
整
備
す
る

状
況
に
就
い
て
も
、
自
治

体
間
に
大
き
な
格
差
が
存

在
す
る
の
が
現
状
で
あ
り
、

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
抜
本

的
に
改
善
し
て
行
く
事
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

　

こ
の
様
な
状
況
を
踏
ま

え
、
文
部
科
学
省
は
、
令

和
元
年
度
補
正
予
算
に

お
い
て
、『
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
の
実
現
』（
４

ペ
ー
ジ
参
照
）を
揚
げ
、

●❶�

校
内
に
お
け
る
高
速
大

容
量
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

環
境（
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

の
整
備
推
進

●❷ 

義
務
教
育
段
階
の
児

童・生
徒
に
１
人
１
台
の

Ｐ
Ｃ
端
末
の
整
備
推
進

�（
構
想
モ
デ
ル
に
関
し
て

は 

参
考
資
料
参
照
）
を

目
的
と
し
て
、
総
額
約
２

３
１
８
億
円
を
計
上
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
全
国
一

律
の
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整

備
を
国
策
と
し
て
早
急
に

行
う
も
の
で
あ
り
、
各
自

治
体
に
お
い
て
、
こ
の
機

を
逃
す
事
な
く
、
学
校
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
の
抜
本
的
改
善

に
取
り
組
む
事
が
求
め

ら
れ
る
。
こ
の
構
想
の
推

進
に
よ
り
、
学
校
教
育
が
、

知
識
型
か
ら
探
求
型
へ
と

移
行
し
て
い
く
。
こ
の
構

想
の
対
応
に
関
し
て
問
う
。

答　

教
育
長
国
策
に

基
づ
き
順
次
整
備
す
る
。

小
・
中
学
校
校
内
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
改
修
工
事
費
と
し
て
、

小
学
校
：
２
３
４
１
万
円

中
学
校
：
２
３
３
３
・
５

万
円
を
今※
２

年
度
補
正
予
算

に
計
上
し
た
。

　

Ｐ
Ｃ
端
末
は
現
在
、
児

童
・
生
徒
へ
の
充
当
率
が

４０
・
５
％
で
あ
り
、
残
り

の
約
６０
％
に
関
し
て
も
、

国
策
に
基
づ
き
整
備
を
進

め
て
行
き
、『
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
』の
推
進

に
よ
る【
知
識
型
か
ら
探

求
型
教
育
へ
の
移
行
】に

対
応
し
、
子
ど
も
達
の
主

体
的
学
び
を
支
え
て
行
く
。

　
　

【
知
識
型
か
ら
探
究
型
教
育
へ
の
移
行
】

吉田　　智	議員

○高大連携

児童生徒一人一人に最適なコンテンツの提供

ＩＣＴを基盤とした先端技術

学
校
外
の
デ
ー
タ
及
び
教
育
分
野
以
外
（医
療
や
福
祉
等
）の
デ
ー
タ

○デジタル教科書・教材
文部科学省

クラウド活用
APP

APP

児童生徒一人一人の学
習記録等ビッグデータの
収集・分析

文部科学省・経済産業省

○民間の教育コンテンツ
（AIドリル等のEdTech）

災害時に
避難所や防
災担当者の
拠点として
の通信機能
を発揮

(ローカル)５G/LTE

総務省

有線+Wi-Fi

最終的に一人一台の
学習者用ＰＣの実現

「端末」 ・ 「通信ネットワーク」・ 「クラウド」
をセットで

文部科学省（総務省、経済産業省）

文部科学省（総務省）

新しい学習指導要領に基づく主体的・対話的で深い学びの実現

遠隔教育や教師の遠隔研修の推進

高速大容量、機密性の高い、
安価なネットワークの整備5G/LTE

デ
ー
タ
の
標
準
化

総務省、経済産業省、文部科学省

参考資料

『GIGAスクール構想』による教育ICT環境モデル

【GIGA：Global and Innovation Gateway for ALL】

出典 文部科学省HP　GIGAスクール構想の実現パッケージ～令和の時代のスタンダードな学校へ～（抜粋・一部加筆）

※ 「Society�5.0」：超スマート社会に向けた具体的な取組み

※２ 『一般会計の補正予算』（３ページ）参照
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令和２年３月10日〜13日
予算審査特別委員会

予
算
審
査
報
告

議案番号 議　　　　　　　　案　　　　　　　　名 審議結果

議案第２号 道路占用条例の一部を改正する条例制定 成　立

議案第４号 標津町国民健康保険標津病院設置等に関する条例の一部を改正する条例制定 成　立

議案第７号 標津町サーモン科学館条例の一部を改正する条例制定 成　立

議案第18号 令和２年度標津町一般会計予算 成　立

議案第19号 令和２年度標津町国民健康保険特別会計（事業勘定）予算 成　立

議案第20号 令和２年度標津町国民健康保険特別会計（病院事業）予算 成　立

議案第21号 令和２年度標津町介護保険特別会計（事業勘定）予算 成　立

議案第22号 令和２年度標津町介護保険特別会計（サービス事業勘定）予算 成　立

議案第23号 令和２年度標津町後期高齢者医療特別会計予算 成　立

議案第24号 令和２年度標津町簡易水道特別会計予算 成　立

議案第25号 令和２年度標津町下水道特別会計予算 成　立

議案第26号 令和２年度標津町金山地域休養施設等特別会計予算 成　立

一 般 会 計 62億8,200万円
７ 特 別 会 計 22億2,020万円
病院事業会計 11億6,431万円総額 96億6,651万円

令和２年度 予算原案可決

　

令
和
２
年
度
、
標
津
町

一
般
会
計
予
算
、
特
別
会

計
予
算
８
件
、
関
係
条
例

の
一
部
改
正
３
件
、
合
計

１２
件
が
付
託
さ
れ
、
３
月

１０
日
か
ら
１３
日
ま
で
の
４

日
間
、
議
長
を
除
く
議
員

全
員
で
構
成
す
る
予
算
審

査
特
別
委
員
会
（
石
橋
昌

幸
委
員
長
・
山
崎
英
司
副

委
員
長
）
で
慎
重
に
審
議

さ
れ
、
理
事
者
及
び
各
課

主
査
以
上
の
職
員
が
出
席

し
、
総
括
質
疑
終
了
後
、

討
論
採
決
を
行
っ
た
。

　

委
員
会
は
各
会
計
と
も

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
た
。

　

１３
日
、
予
算
審
査
特
別

委
員
会
終
了
後
、
令
和
２

年
度
、
第
１
回
定
例
会
に

お
い
て
、
石
橋
委
員
長
か

ら
委
員
会
審
査
報
告
が
な

さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決

成
立
し
た
。

人口減少時代に挑戦する「政策パッケージ2020」 ３つの柱
〜「北海道 No.1 の子育て支援のまち」〜

１．結婚・子宝・子育ての政策
　　　　２．定住・移住・暮らしの政策
　　　　　　　　３．産業・経済の政策
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～２年次目の住民の安心・安全を第一とした防災・危機管理に重きを～

人口減少時代に挑戦する政策パッケージに3.8億円

各会計予算額	

※各会計の端数処理により、合算と合計額が合わない場合があります。

会　計　区　分 令和２年度 令和元年度 対前年度
比較（％）

一　般　会　計 62億8,200万円 67億7,200万円 ▲   7.2

特　
　

別　
　

会　
　

計

国民健康保険特別会計（事業勘定） ９億8,315万円 ９億8,296万円 0.0 

介護保険特別会計（事業勘定） ４億2.975万円 ４億3,345万円 ▲   0.9

介護保険特別会計（サービス事業勘定） 3,094万円 3,079万円 0.5 

後期高齢者医療特別会計 １億4,245万円 １億3,031万円 9.3 

簡易水道特別会計 １億9,798万円 ２億3,088万円 ▲ 14.3

下水道特別会計 ４億1,341万円 ３億9,577万円 4.5

金山地域休養施設等特別会計 2,252万円 1,877万円 20.0 

特　別　会　計　合　計 22億2,020万円 22億2,293万円 ▲   0.1 

企
業
会
計

国民健康保険特別会計 収益的収支 10億1,216万円 ９億8,657万円 2.6 
（病院事業） 資本的収支 １億5,215万円 １億0,218万円 48.9 

企業会計合計 11億6,431万円 10億8,875万円 6.9 

総　　　　　　　計 96憶6,651万円 100憶8,368万円 ▲   4.1

62億8,200万円…

一般会計

対前年度比
7.2％減

　　　　
　依

存
財
源
　
　
　
　
　　

　　
　　　　　自主

財
源

総務費
6億2,784万円
（10.0％）

民生費
6億4,709万円
（10.3％）

衛生費
8億5,307万円
（13.6％）

町税
7億1,014万円
（11.3％）

繰入金
7億3,032万円
（11.6％）

使用料等
3億1,215万円
（5.0％）
地方譲与税等
2億6,755万円
（4.2％）

道支出金
3億3,802万円
（5.4％）

国庫支出金
3億5,170万円
（5.6％）

町債
6億2,692万円
（10.0％）

※自主財源　17億5,261万円（27.9％）
※依存財源　45億2,939万円（72.1％）

地方交付税
29億4,520万円
（46.9％）

議会費
4,883万円（0.8％）

労働費
750万円
（0.1％）

農林水産業費
5億4,156万円
（8.6％）

商工費
1億6,472万円（2.6％）

土木費
7億6,269万円
（12.1％）消防費

2億8,119万円
（4.5％）

教育費
6億5,405万円
（10.4％）

公債費
7億9,021万円
（12.6％）

諸支出金
1万円
（0.0％）

職員費
8億9,324万円
（14.2％）

予備費
1,000万円（0.2％）

歳出
62億8,200万円

町　債 ＝借　金
公債費 ＝返済金

歳入
62億8,200万円

｢科目別」内訳｢財源別」内訳
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数
よ
り
割
合
が
高
か
っ

た
。
江
戸
の
街
は
人
糞
が

高
値
で
取
引
き
さ
れ
て
い

た
の
で
（
同
時
代
の
パ
リ

は
垂
れ
流
し
の
状
態
だ
っ

た
）
衛
生
的
だ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。

　

当
研
修
会
が
２
月
１８
日

釧
路
市
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　

山
﨑
正
明
会
長
の
挨
拶

の
後
、
北
海
道
木
材
産
業

協
同
組
合
連
合
会
副
会
長

内
田
敏
博
氏
に
よ
る
「
日

本
の
森
は
お
も
し
ろ
い
」

と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ

た
。

1
日
本
の
森
と
世
界
の
森

　

外
国
人
旅
行
者
が
日
本

を
訪
れ
て
目
を
見
張
る
の

は
列
島
の
端
か
ら
端
ま
で

繋
が
っ
て
、
空
に
突
き
出

る
山
並
み
が
、
青
々
と
し

た
森
林
に
隈
無
く
覆
わ
れ

て
い
る
事
で
あ
る
。

　

列
島
が
大
き
な
保
護
林

の
様
に
守
ら
れ
て
来
た
背

景
に
は
何
世
代
に
も
渡
る

大
変
な
努
力
が
あ
っ
た
。

　

地
理
的
条
件
と
歴
史
と

の
相
互
作
用
を
考
え
る
と

国
土
が
荒
廃
し
な
か
っ
た

の
が
不
思
議
な
く
ら
い
。

2
日
本
の
森
の
歴
史

　

縄
文
時
代
の
貝
塚
か
ら

縄
文
人
の
樹
種
の
選
択
、

製
品
と
の
組
み
合
合
わ
せ

は
適
格
そ
の
も
の
で
あ
っ

た
。
彼
ら
は
木
の
特
質
・

特
徴
を
熟
知
し
て
い
た

『
適
材
適
所
』
の
言
葉
本

来
の
意
義
は
彼
ら
の
世
界

か
ら
生
ま
れ
た
。

　

縄
文
人
は
狩
猟
民
族
の

イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
が
、
安

定
的
に
入
手
可
能
な
植
物

食
が
非
常
に
多
く
、
依
存

度
も
高
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
植
生
が
豊
か
だ
っ
た

事
が
背
景
に
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
青
森
県
三さ
ん

内な
い

丸ま
る

山や
ま

遺
跡
で
は
五
百
人
が

千
年
以
上
に
亘
っ
て
同
一

地
区
で
生
き
続
け
て
い
る

事
か
ら
、
縄
文
時
代
は
平

和
で
公
平
な
時
代
だ
っ
た

か
と
思
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
時
代
に
土
器
・
弓

矢
、
縄
が
発
明
さ
れ
て
い

る
。
弥
生
時
代
の
登
呂
遺

跡
の
畦
道
に
使
っ
た
矢
板

は
杉
材
で
節
の
な
い
木
を

選
ん
で
、
何
万
枚
も
使
っ

た
。
奈
良
時
代
は
寺
院
の

建
設
、
平
城
京
等
の
造
都

の
た
め
、
桧
や
杉
の
伐
採

で
森
は
疲
弊
し
た
。

　

江
戸
時
代
は
木
材
を
使

い
尽
く
し
た
。
炭
薪
に
係

る
店
が
現
代
の
コ
ン
ビ
ニ

★
当
研
修
会
に
標
津
町
議

会
か
ら
、
大
垣
勇
、
山
﨑

陸
郎
の
２
議
員
が
参
加
。

令
和
元
年
度 

釧
路・根
室
地
方
森
林・林
業・林
産
業
活
性
化

を
促
進
す
る
た
め
の
連
絡
会
議「
研
修
会
」に
２
名
参
加

○極めて豊富な種数・固有種数
国別の動・植物数の比較　　単位：面積【万ha】　森林率及び固有種率【％】　種数【種】

区分 面積 形態 森林率
ほ乳類 鳥類 爬虫類 両生類 高等植物

種数 固有
種率

繁殖
種数

固有
種率 種数 固有

種率 種数 固有
種率 種数 固有

種率
日 　 本 37 島嶼 68 188 22 250 8 87 38 61 74 5565 36
イ ギ リ ス 24 島嶼 　8 50 0 230 0 8 0 7 0 1623 1
フィンランド 30 大陸 67 60 0 248 0 5 0 5 0 1102 0
フ ラ ン ス 55 大陸 27 93 0 269 0 32 3 32 9 4630 3
ド イ ツ 35 大陸 31 76 0 239 0 12 0 20 0 2632 0

○日本のもりは国土の約７割
地目別にみた日本の国土　　単位：面積【百ha】　構成比【％】

区分 昭和50年 昭和60年 平成７年 平成14年
面積 構成比 面積 構成比 面積 構成比 面積 構成比

農用地 576 15 548 15 513 14 484 13
森林 2529 67 2530 67 2514 67 2510 66
原野 43 1 31 1 26 1 26 1

水面・川面 128 3 130 3 132 4 135 4
道路 89 2 107 3 121 3 130 3
宅地 124 3 150 4 170 5 181 5

その他 286 8 282 8 303 8 313 8

講演中の内田敏博氏

別
表
１
・
２
参
照

別表１

別表２
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氏名

年月日

山
　
㟢

山
　
崎

吉
　
田
南
大
　
垣

石
　
橋

木
　
下

高
　
橋

小
　
川

田
　
中

R１.６.19 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
R１.9.４ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
R１.10.11 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○
R１.12.５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
R２.１.17 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
R２.２.４ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
R２.２.20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
R２.３.13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

【全員協議会】議員10人

氏名

年月日

山
　
㟢

吉
　
田
南
大
　
垣

木
　
下

高
　
橋

小
　
川

山
　
崎

石
　
橋

R２.３.10 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
R２.３.11 ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○
R２.３.13 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

【予算審査特別委員会】委員9人

年・月・日
氏名

議会名

山
　
㟢

山
　
崎

吉
　
田
南
大
　
垣

石
　
橋

木
　
下

高
　
橋

小
　
川

田
　
中

R１.６.19
第２回定例会

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
R１.６.20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
R１.9.11 第３回定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
R１.12.12 第４回定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
R２.３.６

第１回定例会
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

R２.３.9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
R２.３.13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

【定　例　会】議員10人

年・月・日
氏名

議会名

山
　
㟢

山
　
崎

吉
　
田
南
大
　
垣

石
　
橋

木
　
下

高
　
橋

小
　
川

田
　
中

R１.５.8 第１回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
R１.７.10 第２回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
R２.１.17 第１回臨時会 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【臨　時　会】議員10人

 議員の出欠状況（令和元年度） 出席……○　�欠席……×
〔　〕の委員は複数所属

氏名

年月日

山
　
㟢

吉
　
田
南
木
　
下

高
　
橋

小
　
川

山
　
崎

大
　
垣

R１.10.23 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
R１.10.24 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
R１.10.29 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【決算審査特別委員会】委員８人

氏名

年月日

山
　
㟢

大
　
垣

木
　
下

〔
高
橋
〕

石
　
橋
南

R１.５.8 ○ ○ ○ ○ ○ ○
R１.６.13 ○ ○ ○ ○ ○ ○
R１.７.10 ○ ○ ○ ○ ○ ○
R１.9.４ ○ ○ ○ ○ ○ ○
R１.10.４ ○ ○ ○ ○ ○ ○
R１.10.29 ○ ○ ○ × ○ ○
R１.12.５ ○ ○ ○ ○ ○ ○
R２.１.17 ○ ○ ○ ○ ○ ○
R２.２.20 ○ ○ ○ × ○ ○

【総務経済常任委員会】委員6人

氏名

年月日

〔
山
㟢
〕

〔
大
垣
〕

高
　
橋

小
　
川

山
　
崎

吉
　
田

R１.５.8 ○ ○ ○ ○ ○ ○
R１.６.13 ○ ○ ○ ○ ○ ○
R１.７.10 ○ ○ ○ ○ ○ ○
R１.9.４ ○ ○ ○ ○ ○ ○
R１.9.５ ○ ○ ○ × ○ ○
R１.10.21 ○ ○ ○ ○ ○ ○
R１.11.21 ○ ○ ○ ○ ○ ○
R１.12.５ ○ ○ ○ ○ ○ ○
R２.１.21 ○ ○ ○ ○ ○ ○
R２.２.20 ○ ○ × ○ ○ ○

【文教福祉建設常任委員会】委員6人

氏名

年月日

山
　
㟢

山
　
崎

吉
　
田

大
　
垣

H31.４.４ ○ ○ ○ ○
H31.４.10 ○ ○ ○ ○
R１.５.8 ○ ○ ○ ○
R１.６.19 ○ ○ ○ ○
R１.７.12 ○ ○ ○ ○
R１.７.19 ○ ○ ○ ○
R１.9.11 ○ ○ ○ ○
R１.10.11 ○ ○ × ○
R１.10.18 ○ ○ ○ ○
R１.12.12 ○ ○ ○ ○
R２.１.10 ○ ○ ○ ○
R２.１.20 ○ ○ ○ ○
R２.３.9 ○ ○ ○ ○

【広報特別委員会】委員４人

氏名

年月日

吉
　
田
南
小
　
川

石
　
橋

大
　
垣

田
　
中

R１.５.8 ○ ○ ○ ○ ○ ×
R１.６.13 ○ ○ ○ ○ ○ ○
R１.9.４ ○ ○ ○ ○ ○ ○
R１.12.５ ○ ○ ○ ○ ○ ○
R２.３.２ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【議会運営委員会】委員5人

氏名

年月日

山
　
㟢

山
　
崎

吉
　
田
南
大
　
垣

石
　
橋

木
　
下

高
　
橋

小
　
川

R１.６.13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
R１.9.４ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
R１.12.５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
R２.２.20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

【合同常任委員会】委員９人
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
依

然
と
し
て
猛
威
を
振
る
い

続
け
て
い
る
。

　

経
済
に
与
え
て
い
る
影

響
は
甚
大
で
、
そ
の
大
き

さ
は
２
０
０
３
年
に
流
行

し
た
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
（
サ
ー

ズ
・
重
症
急
性
呼
吸
器
症

候
群
）
以
上
と
い
わ
れ
て

い
る
。
特
に
観
光
業
、
宿

泊
業
、
飲
食
業
な
ど
は
壊

滅
的
な
打
撃
を
受
け
て
い

る
。

　

未
曾
有
の
コ
ロ
ナ
危
機

に
対
処
す
る
た
め
に
は
、

① 

換
気
の
悪
い
密
閉
空
間

を
作
ら
な
い
。

② 

多
数
集
ま
る
密
集
場
所

へ
は
行
か
な
い
。

③ 

間
近
で
会
話
や
発
声
を

す
る
密
接
場
面
を
作

ら
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
イ
ベ

ン
ト
や
集
会
で
３
つ
の

「
密
」
が
重
な
ら
な
い
よ

う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

（
山
崎　

英
司
）

議　長  田中　孝幸　　　　　　　　　委 員 長  大垣　　勇　　委　員  山崎　英司
副委員長  吉田　　智　　委　員  山﨑　陸郎

広報特別委員会

・標津町議会ホームページ…https://www.shibetsutown.jp/gikai/
・お問い合わせ………………gikai@shibetsutown.jp

金
山
ス
キ
ー
場
の
裏
手
に

討
伐
の
沢
と
い
う
場
所
が
あ

り
、
大
き
な
オ
シ
ョ
ロ
コ
マ

や
ヤ
マ
メ
を
狙
い
に
フ
ラ
イ

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
を
楽
し
ん
で

い
た
時
期
が
あ
り
ま
す
。
人

間
に
す
れ
て
い
な
い
ト
ラ
ウ

ト
た
ち
は
、
自
分
が
巻
い
た

下
手
く
そ
な
フ
ラ
イ
、
下
手

く
そ
な
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
に

も
素
直
に
反
応
し
て
く
れ
る

た
め
、
釣
り
が
上
手
に
な
っ

た
と
錯
覚
し
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に

豊
か
な
自
然
が
身
近
に
あ
る

こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

し
た
。

あ
ま
り
に
豊
か
す
ぎ
て
ア

イ
ヌ
語
で
言
う
キ
ム
ン
カ
ム

イ
の
気
配
も
多
く
感
じ
ま
す
。

釣
り
場
に
向
か
う
道
で
の
尿

や
糞
、
食
べ
た
後
と
思
わ
れ

る
蕗
の
茎
、
川
底
の
苔
に
残

る
爪
痕
、
砂
地
に
残
る
足
跡

…
。
そ
れ
で
も
釣
り
の
魅
力

に
は
負
け
て
し
ま
い
、
ト
ラ

ウ
ト
た
ち
に
会
い
に
行
っ
て

い
ま
し
た
。
あ
る
日
の
釣
行

か
ら
の
帰
り
の
道
路
上
に
来

る
と
き
に
は
な
か
っ
た
尿
の

痕
跡
を
見
つ
け
、
沢
と
な
っ

て
い
る
左
側
に
目
を
こ
ら
す

と
、
キ
ム
ン
カ
ム
イ
と
目
が

合
い
、
思
わ
ず
「
熊
だ
！
」

と
声
を
出
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
音
に
驚
い
た
母
熊

は
水
し
ぶ
き
を
上
げ
な
が
ら

反
対
側
の
山
に
駆
け
て
い
き

ま
し
た
。
そ
れ
に
続
き
、
子

熊
も
後
を
追
っ
て
行
っ
た
の

で
す
が
、
バ
リ
バ
リ
バ
リ
っ

と
い
う
木
の
皮
を
剥
が
す
よ

う
な
音
が
し
て
お
り
、
そ

の
音
源
を
探
す
と
も
う
一
頭
、

子
熊
が
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
、

木
を
上
り
下
り
し
て
い
ま
し

た
。元

々
、
熊
の
巣
の
中
で
釣

り
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る

と
は
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

聖
域
へ
の
人
間
の
侵
入
が
熊

の
ス
ト
レ
ス
に
繋
が
っ
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
釣
り
と
い

う
趣
味
娯
楽
を
持
ち
込
む
べ

き
で
は
な
い
と
考
え
、
そ
れ

以
来
、
足
を
踏
み
込
ん
で
い

ま
せ
ん
。

令
和
へ
と
元
号
が
変
わ
っ

て
す
ぐ
に
街
の
中
で
の
熊
目

撃
情
報
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

ど
う
し
て
も
恐
怖
が
先
立
つ

の
は
理
解
で
き
ま
す
が
、
自

然
や
野
生
に
対
す
る
畏
敬
の

念
と
熊
が
住
む
こ
と
が
で
き

る
場
所
に
住
ん
で
い
る
故
郷

標
津
を
誇
り
に
思
う
こ
と
を

強
く
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
義
務
教
育
の
出
口
で

あ
る
中
学
校
は
、
小
学
校
で

学
ん
で
き
た
「
ふ
る
さ
と
学

習
」
を
確
実
に
引
き
継
ぎ
、

発
展
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
次
の
時
代

の
標
津
町
を
創
り
上
げ
る
人

材
と
す
る
た
め
に
も
、
高
校

も
含
め
た
12
年
と
い
う
長
い

学
校
教
育
を
通
し
て
地
元
の

各
種
産
業
を
学
び
、
誇
り
を

持
た
せ
、
そ
れ
ら
を
維
持
・

発
展
さ
せ
る
た
め
の
力
を
育

て
る
こ
と
が
中
学
校
に
課
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

木
材
を
作
る
だ
け
で
な

く
、
動
物
た
ち
の
住
処
を
作

り
、
川
を
綺
麗
に
保
つ
林
業
、

北
海
道
の
基
幹
産
業
を
支
え

る(

酪)

農
業
、
溢
れ
る
自

然
を
活
か
し
た
観
光
業
、
そ

し
て
、
鮭
の
街
標
津
を
支
え

る
水
産
業
な
ど
、
標
津
の
持

つ
魅
力
は
数
限
り
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
ら
を
学
ぶ
た
め
に

標
津
町
教
育
委
員
会
を
は
じ

め
、
標
津
町
役
場
、
Ｊ
Ａ
標

津
、
標
津
漁
協
な
ど
の
関
係

機
関
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

多
大
な
る
協
力
を
頂
い
て
い

ま
す
。
深
謝
す
る
と
共
に
今

後
の
ご
支
援
も
ど
う
か
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち

が
生
ま
れ
育
っ
た
標
津
を
学

び
、
愛
着
を
持
ち
、
今
度
は

自
分
た
ち
の
手
で
標
津
を
創

り
上
げ
る
強
い
意
志
を
持
っ

た
人
材
育
成
の
た
め
に
、
こ

ど
も
園
、
小
学
校
、
高
校
と

よ
り
繋
が
り
な
が
ら
標
津
中

学
校
が
生
徒
全
員
に
と
っ
て

素
敵
な
学
び
の
場
で
あ
る
よ

う
教
職
員
全
員
で
努
力
し
続

け
る
所
存
で
す
。
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
成
長
を
ど
う
か
、

お
見
守
り
下
さ
い
。

寄稿

標
津
町
立
標
津
中
学
校
　
校
長
　
小こ

　
崎ざ

き

　
伸の

ぶ

　
人と

「
標
津
に
生
き
、
標
津
を
学
び
、

標
津
を
創
る
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
場
」
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